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山
本
嘉
孝
著

『
詩
文
と
経
世
─
幕
府
儒
臣
の
十
八
世
紀
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
一
年
）

高
山

　
大
毅

一
、
第
一
部
と
本
書
の
詩
文
解
釈
に
つ
い
て

　

近
世
日
本
漢
文
学
研
究
と
近
世
日
本
思
想
史
研
究
は
、「
学
際
」
的
と

い
っ
た
言
葉
が
今
さ
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
古
く
か
ら
深
い
関

係
に
あ
る
。
中
村
幸
彦
の
文
芸
思
潮
研
究
は
、
津
田
左
右
吉
や
丸
山
眞
男

の
議
論
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
野
龍
夫
の
業
績
が
思
想
史
・
文
学

の
二
つ
の
領
域
に
跨
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
は
、

こ
の
よ
う
な
文
学
研
究
・
思
想
史
研
究
の
融
合
の
伝
統
に
連
な
り
な
が
ら
、

室
鳩
巣
な
ど
の
江
戸
中
期
の
朱
子
学
者
を
主
要
な
対
象
と
し
、
彼
ら
の
文

事
と
学
問
の
関
係
に
新
た
な
光
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
第
一
部
「
木
門
の
儒
臣
の
詩
文
と
擬
古
」
は
、
室
鳩
巣
の
「
擬

古
」
的
な
詩
文
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
鳩
巣
の
諸
作
に
こ
め
ら
れ

た
「
経
世
」「
時
事
」
に
対
す
る
彼
の
思
考
や
感
懐
を
明
ら
か
に
す
る
。

分
析
対
象
と
な
る
の
は
、
鳩
巣
の
漢
文
書
簡
（
第
一
章
）、
和
陶
詩
（
第
二

章
）、
辺
塞
詩
（
第
三
章
）、
中
秋
詩
（
第
四
章
）
で
あ
る
。「
擬
古
」
的
な

詩
文
は
、
模
擬
の
対
象
の
詩
文
の
表
現
を
い
か
に
踏
襲
、
あ
る
い
は
改
変

し
た
の
か

─
と
い
っ
た
技
巧
面
へ
の
関
心
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、「
擬
古
」
的
な
作
品
の
「
寓
意
」
に

注
目
す
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

　

漢
詩
文
に
お
い
て
、
古
人
や
彼
ら
の
詩
文
の
表
現
に
仮
託
し
て
自
己
の

心
情
を
述
べ
る
こ
と
は
常
套
手
段
で
あ
り
、「
寓
意
」
へ
の
着
目
は
正
当

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
よ
う
に
詩
文
の
表
現
の
一
字
一
句
の
来

歴
に
遡
り
、
作
品
を
検
討
す
る
や
り
方
は
文
学
研
究
の
正
攻
法
と
い
え
る
。

中
村
幸
彦
の
「
近
世
的
表
現
」
の
研
究
以
来
（
中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述

集
第
二
巻�

近
世
的
表
現
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）、
表
現
へ
の
密
着

は
近
世
文
学
研
究
の
得
手
と
す
る
所
で
あ
る
。
表
現
と
「
経
世
」「
時
事
」

を
め
ぐ
る
思
想
と
の
連
関
を
探
る
と
い
う
本
書
の
視
点
は
、
文
学
研
究
と

思
想
史
研
究
の
望
ま
し
い
接
続
の
方
途
を
示
し
て
い
る
。

　

詩
文
に
寓
さ
れ
た
真
意
を
探
る
際
に
は
、
牽
強
の
説
に
陥
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
表
現
の
緻
密
な
読
解
が
肝
要
に
な
る
。
以
下
、
瑣
末
と
も

見
え
る
漢
詩
の
解
釈
の
問
題
に
あ
え
て
拘
泥
し
た
い
。
細
か
な
表
現
の
理

解
が
本
書
第
一
部
の
議
論
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
第
二
章
は
、
鳩
巣
が
陶
淵
明
の
詩
に
次
韻
し
た
諸
作
の
中
か
ら

「
擬
古
五
首
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
擬
古
五
首
」
第
五
は
「
商
山
饒
霊

芝
、
仙
薬
近
可
採
、
何
為
信
方
士
、
坐
使
歳
月
改
（
商
山�

霊
芝�

饒ゆ
た

か
な
り
、

仙
薬�
近
く
し
て
採
る
可
し
。
何
為
れ
ぞ
方
士
を
信
じ
、
坐そ

ぞ
ろ
に
歳
月
を
し
て
改

め
し
め
ん
）」
と
始
ま
る
（
九
五
頁
）。
こ
れ
は
、
商
山
四
皓
（
秦
代
に
商
山

に
潜
み
、
漢
の
高
祖
の
跡
継
ぎ
問
題
の
際
に
現
れ
た
四
人
の
隠
者
）
と
東
海
中

に
仙
薬
を
求
め
た
徐
福
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
商
山
四
皓
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の
作
と
さ
れ
る
「
紫
芝
歌
」
に
は
、
商
山
に
生
え
る
霊
芝
が
詠
じ
ら
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
本
詩
の
冒
頭
は
、
近
く
の
商
山
に
仙
薬
と
な
る
霊
芝
が

あ
る
の
に
、
徐
福
の
よ
う
な
方
士
の
言
を
信
じ
て
、
遠
い
東
海
の
か
な
た

に
仙
薬
を
求
め
て
も
い
た
ず
ら
に
歳
月
が
流
れ
る
ば
か
り
で
あ
る

─
と

い
っ
た
意
味
で
あ
る
。「
寓
意
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
身
近
な
人
材
に
目

を
向
け
ず
、
逸
材
を
や
み
く
も
に
探
し
て
も
意
味
が
な
い

─
と
君
主
を

諷
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
本
書
は

商
山
四
皓
と
徐
福
の
故
事
に
触
れ
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
書
は
「
悠
悠
薬
不
至
、
衰
老
欲
何
待

0

0

0

（
悠
悠
と
し
て

薬
至
ら
ず
、
衰
老�

何
を
か
待
た
ん
と
欲
す
る
）」
と
い
う
句
と
、
杜
甫
「
贈

鄭
十
八
賁
」
の
「
卑
飛
欲
何
待

0

0

0

、
捷
径
応
未
忍
（
卑
く
飛
ん
で
何
を
か
待

た
ん
と
欲
す
る
、
捷
径
応
に
未
だ
忍
び
ざ
る
べ
し
）」
と
い
う
句
の
類
似
か
ら
、

こ
の
詩
を
杜
甫
の
詩
に
結
び
付
け
る
。
そ
の
上
で
、「
衰
老
欲
何
待
」
の

句
は
、「
杜
甫
の
詩
を
踏
ま
え
る
と
、
儒
者
と
し
て
早
く
大
業
を
成
し
遂

げ
た
い
と
い
う
「
願
ひ
」
の
裏
返
し
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
」
と
本
書
は

説
く
（
九
七
頁
）。
し
か
し
、「
方
士
」
の
言
を
信
じ
て
仙
薬
を
待
ち
焦
が

れ
る
「
衰
老
」
の
人
物
（
つ
ま
り
始
皇
帝
）
に
、
鳩
巣
が
自
己
を
な
ぞ
ら

え
る
と
い
う
の
は
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
彼
の
道
徳
重
視
の
詩
風

か
ら
い
っ
て
も
不
自
然
で
あ
る
。

　

第
四
章
は
、
白
石
と
鳩
巣
の
贈
答
詩
を
、
李
白
や
屈
原
へ
の
言
及
に
注

目
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
鳩
巣

の
「
観
白
石
中
秋
詩
有
感
五
首
」
第
四
首
に
は
「
目
迷
文
彩
梅
花
賦
、
誰

識
李
唐
骨
鯁
臣
（
目
は
文
彩
に
迷
ふ
梅
花
の
賦
、
誰
か
識
ら
ん
李
唐
骨
鯁
の

臣
）」
と
あ
る
（
一
四
〇
頁
）。
本
書
は
「
骨
鯁
臣
」
と
い
う
語
と
韓
愈

「
争
臣
論
」
の
「
骨
鯁
之
臣
（
骨
鯁
の
臣
）」
の
語
の
一
致
か
ら
、
鳩
巣
は

「
白
石
を
陽
城
に
比
し
」
た
と
し
、「
争
臣
論
」
が
「
漢
詩
制
作
に
も
用
い

ら
れ
た
こ
と
は
、
唐
宋
古
文
と
盛
唐
詩
受
容
の
交
差
が
見
ら
れ
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
」
と
述
べ
る
（
一
四
三
頁
）。
し
か
し
、

「
争
臣
論
」
で
韓
愈
は
陽
城
を
痛
烈
に
非
難
し
て
お
り
、
不
審
で
あ
る
。

こ
の
鳩
巣
の
詩
句
は
、
唐
代
の
名
相
で
あ
る
宋
璟
が
「
鉄
腸
石
心
」
と
称

さ
れ
る
剛
直
な
人
柄
で
あ
り
な
が
ら
、「
梅
花
賦
」
の
よ
う
な
艶
麗
な
作

品
を
も
の
し
た

─
と
い
う
故
事
（
皮
日
休
「
桃
花
賦
序
」）
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
鳩
巣
は
白
石
を
宋
璟
に
比
擬
し
、
白
石
は
次
韻
詩
の
中

で
家
宣
在
世
時
の
自
己
を
魏
徴
に
な
ぞ
ら
え
る
。
こ
れ
ら
の
賢
臣
に
関
わ

る
表
現
は
、
当
時
、
白
石
が
近
世
日
本
の
儒
学
的
教
養
人
で
あ
り
な
が
ら
、

例
外
的
に
政
治
に
深
く
参
与
し
た
た
め
に
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

李
白
や
屈
原
へ
の
言
及
よ
り
も
、
こ
の
種
の
典
拠
表
現
に
こ
そ
、
こ
の
時

期
の
木
門
の
詩
の
特
色
を
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

右
の
二
例
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
の
失
考
を
指
摘
す
る
た
め
と
い
う

よ
り
、
本
書
の
「
擬
古
」
的
な
詩
文
の
解
釈
手
法
に
対
し
て
書
評
者
が
抱

く
違
和
感
を
具
体
的
に
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
擬
古
」
的
な
詩

文
の
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
古
い
典
籍
の
表
現
を
切
り
張
り
し
て
用
い
る

こ
と
は
多
い
。
そ
の
際
、
単
に
表
現
を
借
用
し
て
る
だ
け
で
、
出
典
の
作

品
の
内
容
を
自
己
の
作
品
に
反
映
さ
せ
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
（
た
と

え
ば
、
詩
語
集
か
ら
言
葉
を
拾
っ
て
作
詩
を
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
出

典
と
な
っ
て
い
る
詩
の
内
容
を
一
々
考
え
る
だ
ろ
う
か
）。「
擬
古
五
首
」
第
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五
首
の
例
で
い
え
ば
、「
欲
何
待
」
と
い
う
語
を
鳩
巣
が
用
い
た
際
に
は
、

杜
甫
の
詩
が
彼
の
念
頭
を
過
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
自
作

の
文
脈
と
韻
字
と
に
合
っ
た
語
彙
を
採
用
し
た
だ
け
で
、
杜
甫
の
詩
の
内

容
と
自
己
の
詩
の
内
容
を
連
関
さ
せ
る
意
識
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

書
評
者
の
考
え
で
は
、
当
該
の
鳩
巣
の
詩
に
お
い
て
、
商
山
四
皓
・
徐
福

の
故
事
は
そ
れ
抜
き
で
は
解
釈
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
い
わ
ば
重
い
出

典
で
あ
る
の
に
対
し
、
杜
甫
の
詩
は
語
句
を
借
り
た
だ
け
の
可
能
性
が
あ

る
軽
い
出
典
で
あ
る
。
本
書
の
詩
文
の
解
釈
は
全
般
的
に
出
典
を
丁
寧
に

挙
げ
て
お
り
、
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
出
典
の
軽
重
の
区

別
を
つ
け
ず
に
、
軽
い
出
典
の
内
容
を
作
品
解
釈
に
制
約
な
く
取
り
入
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
放
恣
な
「
寓
意
」
の
解
釈
に
接
近
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、
第
二
部
・
第
三
部
に
つ
い
て

　

第
二
部
「
武
家
の
言
語
空
間
と
幕
府
儒
臣
」
で
は
、
室
鳩
巣
・
中
村
蘭

林
・
柴
野
栗
山
を
例
に
取
り
、「
幕
府
儒
臣
」
が
武
家
に
儒
学
を
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
用
い
た
表
現
媒
体
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
鳩
巣
は
漢

文
の
教
養
に
乏
し
い
武
士
に
も
分
か
り
や
す
い
候
文
で
意
見
書
を
執
筆
し

（
第
五
章
）、
鳩
巣
の
弟
子
の
中
村
蘭
林
は
「
古
書
・
古
文
辞
」
の
学
習
を

説
き
な
が
ら
も
（
第
六
章
）、「
冷
泉
派
幕
臣
歌
壇
」
の
発
展
を
踏
ま
え
て

和
歌
を
教
戒
の
手
段
と
し
て
活
用
し
た
（
第
七
章
）。
こ
の
よ
う
に
、「
幕

府
儒
臣
」
に
は
漢
詩
文
以
外
の
表
現
媒
体
を
用
い
た
武
士
教
育
の
構
想
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
柴
野
栗
山
は
学
問
吟
味
に
お
い
て
漢
文
制
作
の
能

力
を
問
う
試
験
を
武
士
に
課
す
こ
と
に
し
、
作
文
習
得
を
奨
励
し
た
。
こ

れ
は
、
尾
藤
二
洲
ら
の
作
文
重
視
の
議
論
の
影
響
を
栗
山
が
受
け
た
こ
と

に
直
接
の
原
因
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
漢
詩
文
の
制
作
が
広
く

学
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
在
野
」
の
学
問
状
況
が
あ
っ
た
。
栗
山
や
頼

春
水
は
、
漢
詩
文
に
秀
で
た
朱
子
学
者
の
先
蹤
と
し
て
鳩
巣
を
高
く
評
価

し
た
（
第
八
章
）。

　

以
上
の
よ
う
な
本
書
第
二
部
の
議
論
は
、
同
時
代
の
中
国
・
朝
鮮
と
比

べ
て
、
統
治
者
が
漢
詩
文
に
疎
い
が
ゆ
え
に
発
生
し
た
「
儒
臣
」
の
困
難

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
本
書
の
「
結
語
」
で
は
、
木
門
の
儒
者
と

闇
斎
学
派
と
の
関
わ
り
の
解
明
が
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る

（
三
六
七
～
三
六
八
頁
）。
木
門
に
限
ら
ず
、
漢
詩
文
と
朱
子
学
者
の
関
係

を
考
え
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
論
点
で
あ
ろ
う
。
寛
政
正
学
派
の
儒
者
に

は
、
闇
斎
学
派
の
よ
う
な
狭
隘
な
学
風
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い

─
と
い

っ
た
言
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
（
古
賀
精
里
「
与
某
侯
」、
中
井
竹
山

「
答
松
藩
谷
某
」）。
漢
詩
文
に
堪
能
で
あ
る
こ
と
は
、
闇
斎
学
派
外
の
朱
子

学
者
が
闇
斎
学
派
と
の
差
異
化
を
図
る
上
で
も
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
闇
斎
学
派
の
問
題
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
本
書
第
二
部
の
議
論
は

今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

第
三
部
「
諸
芸
の
流
行
と
経
世
家
」
は
、「
幕
府
儒
臣
」
に
焦
点
を
当

て
て
い
た
第
一
部
・
第
二
部
と
異
な
り
、「
在
野
」
の
文
人
・
学
者
の
動

向
を
主
に
分
析
す
る
。
初
め
に
、「
儒
臣
」
で
あ
る
祇
園
南
海
が
謫
居
時

代
の
経
験
を
踏
ま
え
て
竹
枝
詞
（
民
謡
を
模
倣
し
た
漢
詩
）
を
制
作
し
た

こ
と
を
取
り
上
げ
、「「
民
間
」
を
称
揚
す
る
姿
勢
」
の
先
駆
者
に
南
海
を
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位
置
付
け
る
（
第
九
章
）。
続
い
て
、
大
田
錦
城
の
実
兄
で
あ
り
、
袁
宏

道
の
詩
文
・「
挿
花
」（
い
け
ば
な
）
の
受
容
者
で
あ
っ
た
樫
田
北
岸
の

「
表
層
的
技
巧
の
超
越
」
を
志
向
す
る
議
論
を
検
討
し
（
第
十
章
）、
さ
ら

に
山
本
北
山
の
「
技
術
向
上
」
を
重
視
す
る
詩
文
論
を
考
察
す
る
（
第
十

一
章
）。
最
後
に
、「
表
層
的
技
巧
の
超
越
」
と
「
技
術
向
上
」
の
重
視
の

双
方
の
流
れ
が
組
み
合
わ
さ
り
、
林
鶴
梁
の
「
神
気
」
を
重
視
す
る
作
文

論
が
出
現
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
十
二
章
）。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
古
文
辞
派
か
ら
性
霊
派
に
到
る
流
れ
は
、「
自
我
」

や
「
個
性
」
の
解
放
の
進
展
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
本
書
は
「
技
術
」
の
問
題
に
着
目
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
こ
れ
ま

で
山
本
北
山
の
文
学
論
は
「
真
情
」
の
表
出
を
高
く
評
価
す
る
た
め
、

「
自
我
」
や
「
個
性
」
の
解
放
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
北
山
の
著
作
は
、
字
法
・
句
法
の
誤
り
の
指
摘
と
い
っ

た
詩
文
の
細
か
な
技
術
論
に
多
く
の
紙
数
を
費
や
し
て
い
る
。
本
書
の
分

析
は
、
北
山
の
「
技
術
」
重
視
の
側
面
に
適
切
に
光
を
当
て
て
お
り
、
優

れ
て
い
る
。
北
山
の
よ
う
な
、
自
己
の
学
問
の
精
密
さ
に
よ
っ
て
徂
徠
学

派
の
疎
漏
を
指
弾
す
る

─
と
い
う
や
り
方
は
、
他
の
学
者
の
著
作
に
も

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
井
竹
山
『
詩
律
兆
』
を
そ
の
一

つ
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
本
書
の
文
学
史
理
解
と
「
朝
野
」
概
念
に
つ
い
て

　

本
書
が
全
体
と
し
て
示
す
近
世
日
本
漢
文
学
史
の
図
式
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
（
三
五
四
頁
）。

　

十
七
世
紀
：
平
安
朝
の
文
物
の
思
慕
と
模
倣

─
《
林
家
》

　

十�

八
世
紀
前
半
：
古
代
中
国
（
漢
代
以
前
・
六
朝
・
唐
）
の
文
物
の
思

慕
と
模
倣

─
《
木
門
・
徂
徠
門
下
》

　

十�

八
世
紀
後
半
：
技
芸
と
し
て
の
流
行
、
模
倣
の
硬
直
化
、
及
び
そ
れ

へ
の
反
動

─
《
在
野
主
導
》

　

本
書
は
さ
ら
に
こ
の
図
式
に
「
朝
野
」
の
概
念
を
加
え
て
、「
六
朝
・

盛
唐
詩
を
模
倣
す
る
擬
古
的
作
詩
と
唐
宋
古
文
を
手
本
と
し
た
作
文
は

「
朝
」
で
発
生
し
、
後
か
ら
「
野
」
に
流
れ
て
行
っ
た
が
、
特
に
清
新
性

霊
詩
を
拠
り
所
に
す
る
反
擬
古
・
反
古
文
辞
の
作
詩
は
、「
野
」
で
発
生

し
「
朝
」
に
流
れ
て
行
っ
た
」
と
整
理
す
る
（
三
六
三
頁
）。「
朝
野
」
の

枠
組
の
中
で
、
木
門
は
「
朝
」
寄
り
に
、
徂
徠
学
派
は
「
野
」
寄
り
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
朝
野
」
と
い
う
分
析
概
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儒
者
の
地
位

（「
幕
府
儒
官
」、「
民
間
」
の
儒
者
・
文
人
な
ど
）
と
彼
ら
の
学
問
・
詩
文
の

関
係
を
精
査
す
る
た
め
の
装
置
で
あ
ろ
う
。
研
究
史
の
中
に
位
置
付
け
れ

ば
、
こ
の
「
朝
野
」
概
念
は
、
儒
学
的
教
養
人
の
存
在
形
態
を
比
較
検
討

し
た
渡
辺
浩
の
研
究
（『
東
ア
ジ
ア
の
王
権
と
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
七
年
）
に
先
ず
は
連
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
者
・
文
人
の
伝
記

や
交
遊
圏
を
緻
密
に
考
察
す
る
近
年
の
近
世
文
学
研
究
の
潮
流
を
受
け
た

も
の
で
も
あ
る
。「
朝
野
」
概
念
は
、
思
想
史
研
究
と
文
学
研
究
の
果
敢

な
融
合
の
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、「
朝
野
」
は
二
文
字
の
簡
潔
な
語
彙
で
あ
る
と
い
う
長
所
は

あ
る
も
の
の
、
本
書
が
示
唆
し
て
い
る
問
題
を
逆
に
見
え
に
く
く
し
て
い
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
、「
朝
」
と
は
「
為
政
者
（
将
軍
・
藩
主
）

の
文
化
圏
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
野
」
と
は
「
民
間
の
文
化
圏
」
で
あ
る

と
説
明
す
る
（
三
六
一
頁
）。
徳
川
公
儀
と
大
名
家
が
一
枚
岩
の
文
化
圏

を
構
成
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
複
数
の
「
朝
」
が
並
存
し
て
い
た

状
態
で
あ
る
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
本
書
で
は
禁
裏
も
「
朝
」
と
さ

れ
て
お
り〈
三
六
二
頁
〉、
禁
裏
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
単
一
の
「
朝
」
と
い
う

の
は
一
層
成
り
立
ち
に
く
い
）。
と
こ
ろ
が
、「
朝
野
」
の
二
項
対
立
を
採

用
す
る
と
、「
朝
」
と
「
朝
」

─
公
儀
・
大
名
家
間
、
諸
大
名
家
間
な

ど

─
の
関
係
が
視
野
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
室
鳩
巣
は
、
旧

主
で
あ
る
前
田
家
に
仕
え
る
門
人
に
公
儀
の
内
情
を
書
簡
で
伝
え
て
お
り
、

い
わ
ば
「
朝
」
と
「
朝
」
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
。「
朝
野
」
と

い
う
概
念
は
、
近
世
中
国
や
近
世
朝
鮮
の
政
治
体
制
に
は
ま
だ
し
も
適
合

的
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
世
日
本
の
政
治
体
制
と
「
朝
野
」
と
は

相
性
が
悪
く
、
こ
の
概
念
で
は
当
時
の
儒
者
の
立
場
や
活
動
を
う
ま
く
捉

え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
書
は
、「〔
柳
沢
吉
保
隠
居
と
─
引
用
者
注
〕
同
年
、
徂
徠
も
儒
臣
を
辞

め
て
町
儒
者
と
な
っ
た
」（
一
三
一
頁
）、「
民
間
の
儒
者
」（
一
七
九
頁
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
徂
徠
を
「
在
野
」
の
儒
者
に
位
置
付
け
、「
幕
府
儒

官
」
の
鳩
巣
ら
と
対
比
す
る
。
し
か
し
、
徂
徠
は
吉
保
の
恩
遇
に
よ
っ
て

「
町
宅
」
居
住
を
許
さ
れ
て
は
い
た
が
、
没
す
る
ま
で
柳
沢
家
の
御
儒
者

で
あ
っ
た
（
本
書
も
公
儀
の
「
隠
密
御
用
」
を
務
め
た
享
保
期
の
徂
徠
は
「
自

身
は
「
朝
」
に
も
参
与
す
る
立
場
に
あ
っ
た
」
と
い
う〈
三
九
三
頁
〉）。
さ
ら

に
い
え
ば
、
徂
徠
の
弟
の
荻
生
北
渓
は
公
儀
の
寄
合
儒
者
で
あ
り
、
徂
徠

の
弟
子
で
好
文
の
大
名
で
あ
っ
た
本
多
忠
統
は
、
若
年
寄
に
な
っ
て
い
る
。

木
門
は
「
儒
官
」
志
向
、
徂
徠
学
派
は
「
在
野
」
志
向
と
い
っ
た
対
比
の

構
成
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
事
実
誤
認
と
い
う
よ
り
、「
朝
野
」
の

図
式
の
硬
直
性
ゆ
え
に
行
論
上
発
生
し
た
ひ
ず
み
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
「
朝
野
」
概
念
の
背
後
に
あ
っ
た
本
書
の
狙
い
は
、
儒
者
・
文
人
の
存

在
形
態
に
対
す
る
認
識
の
解
像
度
を
一
層
上
げ
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
学

問
・
詩
文
の
理
解
を
更
新
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
え
に

「
御
儒
者
」
と
い
っ
て
も
、
儒
者
ご
と
に
従
事
す
る
職
務
に
差
異
が
あ
り
、

そ
の
差
異
が
彼
ら
の
学
問
や
詩
文
の
方
向
性
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
実
際
、
本
書
に
は
か
か
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
お
り

（
特
に
第
二
部
）、
ま
た
本
書
が
重
視
す
る
林
家
の
王
朝
時
代
へ
の
「
思
慕
」

も
、『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
政
治
に
参
与
で
き
な

い
「
御
儒
者
」
た
ち

─
と
い
う
理
解
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
彼
ら
が
担

っ
て
い
た
具
体
的
な
職
務
と
彼
ら
の
学
問
・
詩
文
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
切
り
拓
い
た
こ
の
よ
う
な
研
究

の
方
向
性
は
、「
朝
野
」
や
「
儒
官
」
と
い
っ
た
関キ

ー
ワ
ー
ド

鍵
語
よ
り
も
長
い
射

程
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

�

（
東
京
大
学
准
教
授
）
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